
「
世
界
の
記
憶
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告

ー
ー

日
本
国
内
の
図
書
館
に
お
け
る
資
料
保
存
活
動
|
|
資
料
保
存
対
策
室

感命治

ュ
、
ネ
ス
コ

は
じ
め
に

ニO
世
紀
も
終
わ
り
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
今
、
「
世
界
遺
置
」
が

鰍
い
注
目
を
浴
び
、
同
時
に
こ
れ
ら
の
貴
重
江
遺
産
を
守
ヲ
て
い
こ

う
と
い
う
機
置
が
世
界
的
に
高
ま
勺
て
き
て
い
る
。

ユ
ネ
ス
コ
は
、

一
九
七
二
年
バ
リ
で
開
催
さ
れ
た
章

一
七
回
総
会

に
お
い
て

「
世
界
の
文
化
遺
産
お
よ
び
自
然
遺
産
の
保
援
に
聞
す
る

象
的
」
を
醒
択
し
た
.
こ
れ
が
「
世
界
遺
薩
象
的
』
と
呼
ば
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
.
こ
の
条
約
の
目
的
は
、
「
世
界
の
普
遍
的
伝
価
値

を
持
つ
遺
産
を
保
聾
す
る
た
め
に
、
そ
の
重
要
性
を
世
界
に
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
国
際
協
力
を
推
進
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、

一
九
九

七
年
三
月
現
在
で
、

一
四
七
か
国
が
こ
の
条
約
を
締
結
し
て
い
る
。

日
本
が
こ
の
条
約
を
締
結
し
た
の
は

一
九
九
二
年
で
、
日
本
圏
内
で

は
、
す
で
に
姫
路
城
、
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
、
古
都
京
徳
の

文
化
財
、
白
川
田

・
五
箇
山
の
合
掌
造
り
集
落
が
「
文
化
遺
産
」
リ

ス
ト
に
、
白
仰
山
地
と
匝
久
島
が
「
白
黒
温
産
」
リ
ス
ト
に
畳
曲
さ

れ
て
い
る
・
さ
ら
に
最
近
で
は
、
広
島
の
原
崎
市
ド
ー
ム
、
厳
島
伸
社

喝事事

が
「
文
化
遺
産
」
リ
ス
ト
に
付
け
加
え
ら
れ
た
。

「
世
界
温
産
」
と
は
世
界
の
か
け
が
え
の
低

い
配
憶
で
あ
る
。
そ

れ
は
入
閣
の
陀
憧
で
も
あ
り
、
自
然
の
記
憶
で
も
あ
る
.
私
た
ち
は

こ
れ
ら
の
危
機
に
胤
聞
し
て
い
る
世
界
の
文
化
遺
産
と
自
然
趨
置
を
守

り
、
後
世
に
接
し
て
い
か
低
け
れ
ば
い
け
与
い
義
務
と
責
任
が
あ
る
。

ま
た
こ
れ
ら
の
か
け
が
え
の
な
い
遺
産
会
保
存
す
る
た
め
に
、
最
大

の
努
力
と
協
力
を
進
め
て
い
か
江
け
れ
ば
は
ら
は
い
。

乙
の
文
化
遺
産
の
保
存
に
、
図
轡
蛇
も
電
躍
な
役
割
を
担
令
て
い

る
。
そ
れ
は
、
「
世
界
遺
障
条
約
」
の
第
一
条
で
、
『
文
化
過
産
」
は

妃
意
工
作
物
、
建
造
物
鶴
、
遺
跡
に
分
け
て
O

各
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

記
念
工
作
物
は
、
「
題
築
物
、

紀
企
的
愈
畿
を
有
す
る
彫
剖
及
び
睦

画
、
考
古
学
的
伝
性
置
の
物
件
及
び
直
造
物
、
金
石
文
、
嗣
穴
住
雇

並
び
に
こ
れ
ら
の
物
件
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
令
て
、
歴
史
上
、
芸
術

上
又
は
学
術
上
顕
著
伝
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
も
の
」
と
定
義
付
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
図
暫
館
、
文
曾
日
鮒
均
等

が
所
躍
し
て
い
る
「
文
曾
遺
産
」
は
「
考
古
学
的
は
位
置
の
物
件
」
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
・

m弓ノ'"和⑥2 国立閉会図・・R・e



ユ
ネ
ス
コ
で
は
、
こ
れ
ら
の
文
曾
遭
産
を
後
世
に
残
し
て
い
く
た

め
に
、
「
世
界
の
記
憶
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
着
手
し
た
。
こ
こ
で
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
。

「
世
界
遺
産
」
と

「
世
界
由
記
憶
」
プ

ロ
グ
ラ
ム

ユ
ネ
ス
コ
は
、
日
本
が
「
世
界
遺
産
条
約
」
を
締
結
し
た

一
九
九
二

年
、
こ
れ
ら
の
世
界
遭
産
保
謹
活
動
の

一
つ
と
し
て
「
世
界
の
記
櫨
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
着
手
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
、
世
界
の

図
曾
館
、
文
轡
館
む
と
が
所
有
し
て
い
る
貴
重
な
買
料
、
芭
機
に
瀕

し
て
い
る
「
文
轡
遺
産
」
を
世
界
的
規
模
で
保
存
す
る
こ
と
、
こ
れ

ら
の
賢
料
の
目
揖
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

・
光
デ
ィ
ス
ク
等
に
メ
デ
ィ

ア
変
換
し
、
そ
の
販
売
益
を
文
化
温
産
の
保
存
や
修
檀
事
業
に
還
元

す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
り
の
質
料
の
利
用
を
共
有
化
し
、
拡
大
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
人
々
に
ア
ク
セ
ス
可
能
む
状
況
を
作
り
出
す

こ
と
で
あ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
第

一
段
階
と
し
て
三
荷
額
の
リ
ス
ト
の
目
封
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
を
図
り
維
持

・
直
面
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
。
そ
の

三
種
閣
の
リ
ス
ト
と
は
、
瞳
憧
不
可
能
低
状
惣
に
あ
る
周
曾
館
置
料

や
文
曾
(
リ
ス
ト

I
)、
「
文
書
通
産
」
を
守
る
た
め
の
現
行
の
保
存

活
動
(
リ
ス
ト
ロ
ー
危
機
に
掴
し
て
い
る
図
警
館
資
料
や
文
替
の

世
界
リ
ス
ト
(
リ
ス
ト

E
)
で
あ
る
。

ユ
ネ
ス
コ
は
、
ま
ず
園
陣
図
轡
館
連
盟

(
I
F
L
A
)
と
国
際
文

害
賠
評
謹
会

(l
C
A
)
と
協
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
図
轡
館
と
文
暫

館
を
対
象
と
し
て
リ
ス
ト
ー
と
リ
ス
ト
日
を
準
備
す
る
こ
と
を
取
り

決
め
た
。
こ
れ
ら
の
リ
ス
ト
の
作
成
に
必
皇
位
情
報
を
収
集
す
る
た

め
に
、

I
F
L
A
お
よ
び

I
C
Aと
共
同
で
世
界
副
模
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
畳
け
て
当
館
は
、

I

F
L
A
の
宜
料
保
存
コ
ア

・
プ
ロ
グ
ラ
ム

(
P
A
C
)
の
ア
ジ
ア
地

犠
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
ぃ
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協

力
し
た
。
I
F
L
A
で

u、ハ
1
グ
王
立
図
轡
館
で
文
献
に
よ
る
情
報
を
基

縫
と
し
た
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、

I
F
L
A
-
P
A
C
オ
セ
ア
ニ

ア
地
域
セ
ン
タ
ー
長
、
ジ
ャ
ン
ラ
イ
ヤ
ル
氏
(
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

国
立
図
轡
館
保
存
部
長
)
が
作
成
し
た
調
査
一票
を
包
P
A
C地
駿
セ

ン
タ
ー
を
過
し
て
配
布
し
た
。
こ
の
調
査
は
図
害
聞
で
所
有
し
て
い

る
貴
重
な
「
文
書
遺
産
」
質
料
の
保
存
活
動
に
関
す
る
む
の
で
あ
る
。

I
C
A
で
は
、
リ
ス
ト

I

E
を
作
成
す
る
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
の

ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
市
文
曾
専
門
官
，
ノ
ヨ
ア
ン

・
パ
ン
ア
ル
パ
ダ
氏
が

作
成
し
た
調
査
車
を
各
国
の
国
立
文
轡
艇
に
配
布
し
た
。
こ
れ
は

一

九

O
O年
か
ら
一
九
九
四
年
ま
で
の
九
五
年
間
に
彼
勺
た
さ
ま
ざ
ま

な
原
因
に
よ
る
記
揖
賢
料
の
彼
害
状
担
と
そ
の
保
存
情
置
に
つ
い
て

の
拘
置
で
あ
る
。

I
C
A
で
は
文
瞥
館
、
博
物
館
を
中
心
に
調
査
を

実
施
し
、
日
本
国
内
に
お
い
て
は
、
全
国
的
俗
文
書
館
専
門
家
団
体

で
あ
る
全
国
歴
史
買
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
の
織
関
全
員
が

調
査
対
象
に
匂
っ
た
.
調
査
の
実
飽
時
期
は
、

I
F
L
A
よ
り
一
年

老
'
円
し
て
行
わ
れ
二

九
九
五
年

一
月
に
調
査
語
を
尭
送
し
、
九

一
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機
関
か
ら
図
書
が
寄
せ
ら
れ
fも
見
書
に
よ
る
貰
科
被
害
お
よ
び
対

軍
に
つ
い
て
「詰
当
は
し
」
の
回
菩
は
六
二
週
、
同
ら
か
の
コ
メ
ン
ト

の
あ
る
回
菩
は
二
九
過
で
あ
っ
た
。
こ
の
調
査
で
は
、

「
一
O
O
%

破
題
さ
れ
た
資
料
が
省
架
延
長
に
し
て
伺

m
分
め
っ
た
か
」
と
い
う

よ
う
な
数
世
紀
入
が
主
で
、
そ
れ
以
外
は
自
由
記
入
で
あ
勺
た
。
調

査
結
果
の
置
要
は
、
小
川
千
代
子
「
二
十
世
紀
日
本
に
お
け
る
文
轡

遺
産
の
彼
害
1
ユ
ネ
ス
コ
/
I
C
A
n世
界
の
記
憶
n
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
圏
内
調
査
l
」
(
『
図
書
館
文
書
館
の
防
車
対
置
』

雄
総
室

出
臨
刊

一
九
九
六
年
第
四
章
所
収
)
を
参
閉
さ
れ
た
い
。

圏
内
自
図
書
館
に
お
け
る
調
査

当
館
は

一
九
九
O
年
に
I
F
L
A
・
P
A
C
の
ア
ジ
ア
地
緩
セ
ン

タ
ー
と
は
っ
て
い
る
。

I
F
L
A
-
P
A
C
オ
セ
ア
ニ
ア
地
峻
セ
ン

タ
ー
長
か
ら
、
リ
ス
ト

E
を
作
成
す
る
た
め
の
調
査
票
が
そ
れ
ぞ
札

の
P
A
C
地
犠
セ
ン
タ
ー
に
送
付
さ
れ
た
。
当
館
で
は
こ
の
依
頼
を

畳
け
て
、
ア
ジ
ア
地
核
セ
ン
タ
ー
研
菅

一
四
か
国
の
国
立
図
書
館

一

五
時
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
図
書
へ
の
協
力
と
そ
の
国
の
園
内
調

査
の
と
り
ま
と
め
を
依
頼
し
た
。
そ
の
桔
果
、
直
接
方
セ
ア
ニ

7
地

駿
セ
ン
タ
に
回
菩
を
寄
せ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
当
館
へ
は
二

か
国
(
七
館
)
か
ら
回
答
が
あ
り
、
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
セ
ン
タ
へ

追
付
し
た
。
ま
た
、
日
本
国
内
に
お
い
て
は
、
図
響
曲
等
三
O
O
機

関
(
日
本
圏
内
の
図
書
館
の
中
か
ら
、
貧
重
と
思
わ
れ
る
質
料
、
主

と
し
て
古
書
、
古
文
容
お
よ
び
そ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
等
を
所
有

し
て
い
る
図
容
館
専
を
『
図
書
総
目
晶
(
補
訂
版

一
九
八
九
年
刊
}
』

と
『
古
典
摘
総
合
目
掛
(
一
九
九
O
年
刊
)
』
か
ら
抽
出
)

ヘ
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
図
書
を
依
頼
し
た
。

一
九
九
五
年
八
月
上
旬
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
尭
送
し
、
九
月
点

目
ま
で
に
固
菩
を
返
送
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
際
、

I
C
A
の
調

直
と
は
追
付
先
が
極
力
量
臨
し
伝
い
よ
う
に
留
意
し
た
。
回
苔
を
い

た
だ
い
た
の
は
、
部
道
府
県
立

・
指
定
都
市
立
図
轡
館
五
三
館
、
区

市
町
村
立
国
轡
館
五
九
館
、
大
学

・
短
期
大
学
園
害
賠
六
九
館
、
そ

の
他
{
調
査
研
究
図
曹
館
、
官
公
庁
図
曾
館
、
宗
教
団
体
図
轡
館
、

企
量
図
曾
館
、
惇
物
館
図
書
館
等
。
な
お
、
当
館
の
回
菩
も
こ
の
頃

に
吉
め
た
J

一
八
館
、

計
一

九
九
館
で
あ
り
、
回
害
率
は
六
六
%

で
あ
っ
た
。

な
お
、
以
下
の
車
計
結
果
の
分
析
と
ま
と
め
は
、
小
駒
芳
車
、
堀

捕
時
敬
祐
が
行
っ
た
。

川

ア
ン
ケ
ー
ト
事
項
と
調
査
結
果
概
要

調
査
項
目
は
以
下
の

A
か
ら
F
ま
で
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
か
れ
て

い
る
。
A

調
査
対
象
館
の
全
体
的
状
況
図
書
館
名
、
図
書
館
の
種
朗
、

駿
員
構
成
等

B

所
麗
質
料
に
つ
い
て
の
全
般
的
状
況
全
麗
曹
の
祖
国
(
図
書

お
よ
び
関
連
畳
料
と
非
図
轡
質
料
ご
と
に
)

C

固
と
し
て
の
貴
重
な
百
科
国
の
文
化
財
と
し
て
記
揖
し
、
雄

持
す
る
必
畢
の
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
等
に
つ
い
て
の
政
軍
お
よ
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ぴ
所
磁
状
況
、
量
も
貴
重
む
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

名
祢
と
そ
れ
に
対
す
る
措
置

D

保
存
措
置
と
政
盟
国
内
的
に
此
置
は
畳

料
の
冊
存
晶
動
、
悼
復
措
置
(
製
本
、
保
存
箱
、

メ
デ
ィ
ア
藍
換
、
施
置
、
予
防
備
置
、
物
理
的

保
管
条
件
等
}

E

保
存
研
修
と
職
員
修
直
家

・
保
存
世
補

者
等
ス
タ
ッ
フ
の
有
無
、
保
存
修
富

・
保
存
住

術
の
た
め
の
研
睦
コ
ス
、
保
存
意
識
向
上
の

た
め
の
研
修
コ
ス
の
有
悟

F

国
際
協
力
「
世
界
の
記
憶
」
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
の
認
識
、
書
加
の
可
能
性

問
所
車
資
料
、
貴
重
な
貰
料
の
綴
喜
(
股
間

B
、
C
か
ら
)

図
1
・
図
2
は
、
対
象
館
の
所
葺
賢
料
に
つ

い
て
、
図
轡
質
料
に
閲
し
て
は
曹
架
の
良
さ
で
、

非
図
書
賢
料
に
聞
し
て
は
点
数
で
調
査
し
た
も

の
で
あ
る
。
図
3
・
図
4
は
そ
の
ア
ン
ケ
i
ト

結
果
を
も
と
に
全
密
集
の
長
さ
、
全
面
磁
点
数

を
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

形
態
別
に
所
融
賢
料
の
全
般
的
状
況
を
見
る

と
、
図
容
と
連
次
刊
行
物
の
所
蔵
が
最
も
多
く
、

所蔵資料点数(非図書資料〉
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新
聞
が
改
に
続
く
。
貴
重
な
賢
科
と
い
う
と
連

想
し
が
ち
伝
文
害
・
写
本
類
以
そ
れ
ほ
ど
多
〈

所
躍
し
て
い
低
い
(
図
1
・
3
1

ま
た
、
非
図
書
置
料
の
所
蔵
を
種
顕
別
に
見

て
み
る
と
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
や
マ
イ
ク
ロ

フ
4

ツ
シ
品
等
の
マ
イ
ク
ロ
形
態
質
料
を
所
蔵

し
て
い
る
館
が
巌
も
多
く
、
次
に
、
電
子
メ
デ
ィ

ア
貰
料
、

-
枚
物
(
地
図
、
ポ
ス
タ
ー
、
図
画

等
}
、
揖
音
質
料
と
続
く
。
写
真
画
、
臨
画
、

映
画
フ
ィ
ル
ム
等
は
あ
ま
り
多
く
所
画
し
て
い

な
い
(
図
2
・
4
1

貴
重
江
百
科
の
所
蔵
状
況
に
聞
し
て
は
、
貴

重
な
賢
料
金
体
の
ゆ
で
、
各
轟
形
態
ご
と
に
占

め
る
割
合
を
二
五
%
刺
み
の
五
段
階
の
選
択
肢

で
聞
い
て
い
る
。
文
書
・写
本
頬
だ
け
で
貴
重

な
百
科
が
構
成
さ
れ
て
い
る
館
が

一
番
多
く

一

九
館
、
図
書

一
O
O
%
が

一
回
館
、
連
改
刊
行

物
、
新
聞
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
質
料
、
揖
昔
賢
料

を
一
O
O
%
と
す
る
館
は
無
か
っ
た
。
電
子
メ

デ
ィ
ア
資
料
、
晶
音
質
料
、
写
真
画
等
の
貴
重

な
質
料
は
非
常
に
少
伝
く
、
貴
重
な
畳
料
の
ほ

と
ん
ど
が
図
曹
、
文
書
・
写
本
類
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
(
図
5
1

貴重資料の各形態別所産技況

tt 
物

そ
の
他

マ
イ
ク
固

彩
感

録
音
資
料
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叩
保
存
活
動
状
況

①
一
保
存
情
置
と
政
軍

園
内
的
に
貴
置
は
置
料
の
保
存
活
動
、
修
祖
措
置
に
つ
い
て
の
説

問
で
は
、
呂
田
明
の
保
拝
借
置
の
有
簡
を
聞
い
て
い
る
.

〈各
館
何
百
科
の
保
存
情

E
V
維
臨

・
新
聞
の
合
冊
割
本
、
副
本
修
也

は
、
行
勺
て
い
る
館
が
行
っ
て
い
拡
い
館
よ
り
若
干
多
い
.
維
誌

・

新
聞
の
保
停
桁
悼
用
は
、
行
勺
て
い
る
館
が
ほ
慢
鴻
に
少
芯
〈
七
%
位

で
、
繊
細
本
の
修
世
を
行
勺
て
い
る
の
は
全
体
の
五
O
%
で
あ
る
.

〈
メ
デ
ィ
ア
藍
像
情
阻
V

書
化
貰
料
・
新
聞
の
マ
イ
ク
ロ
化
は
、
行
っ

て
い
る
館
の
方
が
少
抱
く
、
行
令
て
い
怠
い
館
の
約
半
放
で
あ
る
。

館
種
別
に
見
る
と
、
劣
化
宜
料
の
マ
イ
ク
ロ
化
は
、
そ
の
他
の
図
・
育

館
が
行
勺
て
い
る
方
が
多
〈
、
市
町
村
立
図
轡
館
は
あ
ま
り
-円
勺
て

い
低
い
(
図

6
1
新
聞
の
マ
イ
ク
ロ
化
は
榔
道
府
県
立
図
曾
館

(
政
令
指
定
都
市
立
図
害
館
を
古
む
)
が
行
勺
て
い
る
方
が
多
〈
、

大
学
図
書
館
が
あ
ま
り
行
っ
て
い
伝
い
の
が
目
に
付
く
(
図
7
1

貴
重
U
E料
の
電
子
化
は
、
行
っ
て
い
は
い
館
の
方
が
か
な
り
多
い

(図
8
1

メ
デ
ィ
ア
蜜
倹
は
、
賢
料
保
存
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
の
措
置
で

あ
る
が
、
予
算
上
の
問
題
や
、
民
期
的
伝
計
画
が
必
藍
と
は
る
こ
と

も
あ
り
、
ど
の
館
も
な
か
伝
か
進
ん
で
い

U
い
こ
と
が
盟
え
る
。
各

館
が
協
力
し
分
担
し
て
マ
イ
ク
ロ
化
を
進
め
て
い
〈
こ
と
も
古
め
、

メ
デ
ィ
ア
産
換
の
推
進
は
今
後
の
置
要
な
揖
題
で
あ
ろ

'Z

(障
問
D
、
E

F
か
ら
}

〈
保
存
の
た
め
の
権
設
お
よ
び
世
備
〉
保
存
修
直
匝
街
室
、
ラ
ミ
ネ

ト
世
備
(連
1
て
す
き
ぱ
め
機
(
注
2
)、
ペ
ー
パ
ー
ス
プ
リ

ヲ
テ
ィ

ン
グ
機
揖

(珪
3
)、
副
本
工
崎
、
大
量
脱
隊
処
理
睦
段
、
緩
高
施

般
、
マ
イ
ク
ロ
化
施
股
の
有
帽
を
聞
い
て
い
る
・
こ
う
し
た
施
設

・

投
備
を
ほ
と
ん
ど
の
館
が
備
え
て
お
ら
ず
、
保
存
睦
由
佳
術
室
を

一

七
館
、
副
本
工
場
を

一
五
舵
、
蔵
様
施
股
を
三

O
館
、
マ
イ
ク
ロ
化

飽
般
を
二
八
館
が
持
う
て
い
る
と
同
害
し
た
だ
げ
で
、
そ
の
他
の
施

盟
・
設
備
に
つ
い
て
は
、
有
と
回
答
し
た
館

ω
一
桁
台
で
あ
る
.

大
量
脱
脂
施
設
に
つ
い
て
俗
、
有
と
回
害
し
た
館
は
無
〈
、
外
節

に
製
本
工
場
、
宙
局
殊
施
設
を
持
勺
て
い
る
館
が
そ
れ
ぞ
れ

一
O館
と

八
館
で
あ
っ
た
。
予
算
が
+
卦
で
は
く
、
保
存
脇
佐
町
、

E
備
の
雄
拘

・

管
理
も
大
重
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
理
由
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
・

〈
保
存
修
祖
措
置
〉
少
量
脱
殴
処
理
、
大
量
脱
厳
処
理
、
ペ
ー
パ
ー

ス
プ
リ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
す
き
ぱ
め
、
ラ
ミ
ネ
1
シ
ョ
ン
、
保
存
(
紙
)

に
よ
る
措
置
方
法
の
有
無
を
聞
い
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
緩
と
回

害
し
て
お
り
、
保
存
(
抵
)
に
よ
る
措
置
方
法
で
二
七
館
が
有
と
回

答
し
て
い
る
他
は

一
桁
台
で
あ
る
@

〈保
存
予
防
俗
世
V

床
諸
問
は
全
体
の
七
二
%
の
館
が
行
っ
て
お
り
、

曾
怨
滑
鍋

・
収
滋
賀
料
の
状
況
調
査
は
五
O
%
強
、
害
虫
占
、
検
は
五

O
%
弱
が
行
勺
て
い
る
。
史
容
に
対
す
る
勧
軍
備

・
対
応
計
画
を
行
勺

て
い
る
館
は
三
三
%
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
弘
二
四
%
と
若
干
下
回

る
.
予
防
併
置
と
し
て
、
床
清
摘
は
よ

t'円
わ
れ
、

E
削
減
滑
描

・
誼

国立園臨悶..n・・7-.~・t/ l99i(Jl
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..すきlまめ樋

連

1
ラ
ミ
ネ
1
ト

〈
ラ
ミ
ネ
シ
E

ン
)
平
面
的
俗
資
料
の
画
像
面

に
特
孫
で
透
明
信
保
護
フ
ィ
ル
ふ
を
付
者
さ
せ
る
方
法
。
通
常
そ
の
行

程
に
、
片
面
に
葱
明
で
付
審
性
の
皮
覆
物
を
有
す
る
あ
る
種
の
ア
セ
テ

a
F

、
ビ
ニ
ー
ル
等
の
フ
ィ
ル
ム
を
必
要
と
す
る
・

注

2

す
き
ば
め
ハ
リ
ー
フ
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
)
虫
相
似
の
ら
る
本
紙
に
、

水
に
樗
返
さ
せ
た
抵
の
厳
維
を
挺
し
て
糞
空
ポ
ン
プ
あ
る
い
は
水
圧
釜

に
よ
っ
て
下
方
へ
引
き
、
欠
鋼
部
に
の
み
紙
の
鎌
雄
を
充
楓
さ
せ
る
方

法
《
写
翼
よ

v.

途

3

ペ
ー
パ
ー
ス
プ
リ
ァ
テ
ィ
ン
グ
盛
恨
の
ゅ
の
湿
度
を
利
朗
し
て
本

紙
を
二
膚
に
剥
さ
、
中
聞
に
諸
悔
い
初
級
そ
銚
ん
で
元
に
戻
す
方
法
《
写

E
4
・

A ペーパースプリッティング

-
官
占
倹
等
身
近
な
こ
と

U
比
鮫
柏
町
行
わ
れ
て
い
る
が
、
民
害
対
置
、

保
存
環
嶋
盤
備
簿
大
き
江
枠
組
み
の
中
で
の
取
り
組
み
は
後
回
し
に

芯
ラ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
.

貧
重
信
賢
料
の
物
理
的
保
育
条
件
〔
曹
庫
条
件
)
に
関
し
て
は
、

λ
H
U%
清
掃
済
み
と
自
害
し
た
館
が
八
六
館
、
安
全
信
曹
庫
区
域

で
あ
る
と
回
答
し
た
館
が
八
二
館
あ
勺
た
・
こ
れ
は
全
体
の
約
四

O

%
に
当
た
る
.
開
館
中
作
動
す
る
空
調
設
備
の
あ
る
轡
雌
区
織
に
貴

重
曾
の
全
て
が
置
か
れ
て
い
る
館
は
七
回
館
で
、
逆
に
全
〈
置
か
れ

て
い
は
い
蛇
も
五
八
開
あ
今
た
。

二
四
時
間
中
作
動
す
る
空
調
設
備

の
あ
る
轡
雌
区
犠
に
全
て
置
い
て
お
る
館
は
三
三
館
と
少
わ
ゆ
く
、
全

然
置
い
て
い
な
い
と
回
答
し
た
館
は

一
O
七
館
に
も
の
ぼ
る
@
こ
の

結
果
か
ら
、
世
軍
曹
を
二
四
時
間
空
調
設
備
が
作
動
し
て
い
る
環
境

に
保
管
し
て
い
る
館
は
少
江
い
こ
と
が
わ
か
る
・

〈
保
存
全
般
に
か
か
わ
る
保
存
政
置
・

計
画

・
措
置
V

白
文
化
さ
れ

た
保
存
政
策
が
隅
い
と
回
菩
し
た
館
が

一
六
七
眠
、
成
文
化
さ
れ
た

保
存
計
画
が
無
い
と
回
菩
し
た
館
は

一
六
五
館
、
正
文
化
さ
れ
た
肪

毘
封
置
に
つ
い
て
は
一
二
四
酷
が
無
い
と
回
答
し
た
.
資
料
の
状
聾

に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
か
と
い
ヲ
置
聞
で
は
、

一
一
回
蛇

が
行
勺
て
い
低
い
と
回
答
し
て
い
る
・
逆
に
直
文
化
さ
れ
た
防
虫
対

面
が
あ
る
館
は
四
七
館
、
貴
重
な
質
料
を
所
蔵
す
る
に
あ
た
ラ
て
紐

造
物
の
適
合
性
が
あ
る
館
俗
五
八
館
、
置
軒
の
杭
躍
に
つ
い
て
の
調

.n句/，符予⑥8-国立盟会図・・・月旬



査
を
行
っ
て
い
る
館
は
四
九
館
あ
り
、
こ
れ
ら
の
図
響
館
は
賢
料
保

存
に
細
心
の
芭
意
を
払
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
桔
架
か
ら
、
保
存
措
置
を
総
合
的
に
判
断

す
る
と
、
今
後
函
が
指
導
力
を
尭
揮
し
て
園
内
全
体
白
眼
存
計
画
を

修復スタッフ・保存筏街スタッフの麗周状況

値直"ヲ，0雇用 〈肉 ~) It(*位:人〉
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表1

「世界の記憶Jプログラ
ムへの関心

例鎗

，.. 

". 
.鱒

"飽

112. 

l民館

"館

褒 3

グ ，ムを

ていたか

行われている研修表2

置
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
容
館
が
こ
の
国
の
計
画
と
整
合
性
を
持
っ

た
保
存
協
力
を
行
い
つ
つ
、
国
全
体
の
保
存
政
置
を
機
能
的
に
、
よ

り
活
性
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
書
で
あ
ろ
う
。

②
保
存
研
磨
と
職
員

集
計
桔
果
を
表
1

・2
に
ま
と
め
た
。
こ
れ
を
見
る
と
保
存
の
専

門
家
を
餐
成
す
る
研
修
を
行
っ
て
い
る
図
曾
館
は
少
む
〈
、
他
館
に

て
畳
け
た
研
躍
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
国
立
公
文
暫
館
、
国
立

史
料
館
の
研
修
、
図
書
館
司

書

コ

ス
、
県
立
文
書
館
の
研
修
等
で

あ
っ
た
。
保
存
意
識
向
上
の
た
め
の
研
修
で
は
、
当
館
が
行
っ
て
い

る
研
修
会
、
文
化
庁
主
催
の
研
修
会
、
公
文
容
館
の
研
修
生
等
が
あ

げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
修
哩
ス
タ
ッ
フ
、
保
存
技
師
ス
タ
ッ
フ
が
い
る

図
書
館
も
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
、
図
害
賠
界
に
お
い
て
、
保
存
世
荷
者

聾
成
の
た
め
の
研
修
コ
ス
の
充
実
が
里
ま
れ
る
。

③
国
際
凶
力

「世
界
の
記
世
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
認
識
に
関
す
る
投
開
で
、
回
菩

は
表
3
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
関
心
は
高

く
、
薗
極
的
に
こ
れ
ら
の
活
動
に
診
加
し
て
い
き
た
い
と
い
う
図
世

館
は
九
四
館
あ
る
。
今
後
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
情
報
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
活
動
へ
の
書
加
の
盟
百
女
性
を
訴
え
、

一
位
で

も
多
く
の
悶
曾
館
が
参
加
し
て
、
世
界
の
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
「
世
界

遺
産
」
を
守
勺
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

国立箇生:t!lI・館内輔9 ‘幻奇/IWl@



お
わ
り
に

「
文
曹
遺
産
」
保
理
活
動
の
第

一
歩
で
あ
る
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
の

記
憧
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
第

一
回
国
眼
全
壊
が
、

一
九
九
六
年
六
月
ノ
ル

ウ
エ
で
六
五
か
国
が
書
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
謹
で
は
、

過
去
か
ら
未
来
へ
世
界
遺
産
を
繋
い
で
い
く
た
め
に
「
情
界
の
記
憧
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
理
解
と
協
力
の
聾
摘
が
あ
り
、
次
の
事
項
が
確

認
さ
れ
た
こ
と
が
、

一
九
九
六
年
八
月
北
京
で
開
催
さ
れ
た
I
F
L

A
大
金
で
報
告
さ
れ
た
(
本
誌
回
二
九
号
「
第
六
二
回
国
際
図
轡
館

連
盟
大
企

・
第
二
三
回
国
立
図
轡
館
亘
会
議
に
出
席
し
て
」
書
照
)
。

①
各
国
が
「
世
界
の
記
憧
」
聾
且
会
を
設
置
し
、
国
レ
ベ
ル
、
地

峻
レ
ベ
ル
、
世
界
レ
ベ
ル
で
「
記
憧
」
を
区
別
し
同
録
化
す
る
こ
と
。

②
「
記
憧
」
の
保
存
と
ア
ク
セ
ス
を
保
証
す
る
こ
と
.
③
支
置
す
べ

き
三
八
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
還
出
し
、
そ
の
中
で
七
つ
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(
プ
ラ
ハ
国
立
図
書
館
の
マ
ユ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
お

よ
び
歴
史
的
伝
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
デ
ジ
タ
ル
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ロ
シ

ア
と
近
隣
諸
国
の
歴
史
を
描
い
た
マ
ニ
品
ス
ク
リ
プ
ト

n
ラ
ズ
ピ
ル

年
代
記
“
の
デ
ジ
タ
ル
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
マ
ニ
ュ

ス
ク
リ
プ
ト
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
計
画
し
て
い
る

w
セ
イ
ン
ト
ゾ
フ
イ

ァ
u

プ
ロ
グ
三
ク
ト
等
)
が
進
行
中
で
あ
る
こ
と
。
④
デ
ク
タ
ル
化

の
茸
倫
中
の
作
成
と
、
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
「
記
憧
」
の
リ
ス
ト
を
作

成
し
た
こ
と
.
⑤
各
形
態
別
に
保
存
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
単
倫
中
で

あ
る
こ
と
。
⑥
一保
存
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
国
際
調
査
の
桔
裂
を
近
々
刊

行
す
る
こ
と
。

文
化
遺
産
・
自
然
遺
産

・
戦
争
遺
産
〈
且
の
遺
産
)
等
、
後
世
に

引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
は
ら
な
い
遺
産
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

「
世
界
の
記
憶
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
7
ン

ケ

ト

調
査
を
車
計
し
て
み

て
感
じ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
犠
面
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
機

わ
っ
て
い
る
人
々
が
、
ユ
ネ
ス
コ
の
権
進
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
包
括

動
に
参
加
し
、
協
力
の
如
を
ひ
ろ
げ
て
い
く
こ
と
で
、
全
地
嫁
の
と

こ
に
い
て
色
、
同
ら
か
の
担
助
を
さ
し
の
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
は
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

文
化
遺
産
を
守
る
た
め
に
、
世
界
中
の
図
轡
館

・
文
曹
館
・
憎
物

館
・
美
術
館
の
人
々
と
情
報
提
信
、
情
報
交
換
を
行
い
、
国
際
協
力

を
行
勺
て
い
く
こ
と
が
、
今
伺
よ
り
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
を
の
る
。
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